
警告ランプ（高輝度クリプトンランプ） 
警告・警報中に点滅します。 

サイレン 
警告・警報音を出力します。 
110dB/15cm

スピーカー 
ビープ音、ボイスアラームを出力します。 
ボイスアラーム 70dB/15cm以上 

バッテリーインジケーター[CHARGE] 
（高輝度LED：緑色） 
充電中は点灯します。 
ローバッテリーを検出すると、約10秒間点滅します。 

みはりインジケーター 
（高輝度LED：赤色） 
車のエンジンキーがOFFにな
った後、監視状態に入るまでは
早い点滅をします。監視状態
では遅い点滅になり、盗難やイ
タズラを未然に防止します。 

感度切替スイッチ[SENS] 
センサー感度を3段階に切り替えます。 

SETボタン[SET] 
警告音キャンセル機能、監視解除、
スタンバイ時間の設定を行います。 

エンジンキーOFFを検出したときには、
約1秒後にスタンバイ時間となり、その後、
一定時間後に自動的に監視状態になりま
す。 

セキュリティユニット 

セキュリティアダプター 

バッテリーカバー内 
ディップスイッチ 
警報モード、ボイスアラームの日本語・英語を 
選択できます。 
電池収納部 
付属のニッケル水素電池を装着します。 

拡張ユニット接続端子 
 何も接続しません。 
※今後、拡張ユニットが用意された場合にご使用い
ただく端子で、現状では何も接続しません。 

ストラップ取付け穴 

市販のストラップな
どを取り付けてサン
バイザーアームに
結び付けることが
できます。 

ハザードランプの 
プラス側に接続（緑/赤） 

ハザードランプの 
プラス側に接続（緑/黒） 

セキュリティユニット 
接続コード（白・黒） 
セキュリティユニットに 
接続 

常時電源（赤） 
車のキーを抜いた状態でも通電している（常時＋
12V ）線に接続 

アクセサリー電源(青) 
車のキーと連動してON/OFF する電源線に接続 
※オーディオ用ACC 電源または一部の車種
別専用ハーネスではギボシ付き青線と接続で
きます。 

ハザード制御線(緑) 
弊社エンジンスターター､オートキーレス
システムを併用する場合に接続 
※エンジンスターター、オートキーレスシ
ステム付属の取付・接続説明書をご覧く
ださい。 

アース線(黒) 
車の塗装されていない既存の
ビスなどに接続 

信号線(黄/黒)

このたびは、Aguilas ｢監視郎 VE-S31P｣をお買い上げいただきまして、誠にありがとうご
ざいます。
本機は、車内に装着し、車輌への接近やウィンドウへの衝撃、ドア開、車内への侵入を感
知すると、抑止効果のある光、サイレン、または、ボイスアラームとサイレンの組み合せ
により警告・警報を発し、車上荒らしや盗難を未然に防止する防犯装置です。また本機
は、電波法第四条「技術基準適合証明を受けた無線局」および電波法施行規則第六条「特定小
電力無線局」に該当する移動体検知センサー用無線設備です。

 各部の名称と働き

〒108-0023 東京都港区芝浦4-12-33

 安全上のご注意
ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。ここ
に記載された注意事項は、製品を正しくお使いいただき、使用するかたへの危害や損害を
未然に防止するためのものです。安全に関する重大な内容ですので、必ず守ってくださ
い。また、注意事項は危害や損害の大きさを明確にするために、誤った取り扱いをすると
生じることが想定される内容を「警告」、「注意」の2つに分けています。

絵表示について　

記号は注意を促す内容であることを
告げるものです。

記号は禁止の行為であることを告げ
るものです。

記号は行為を強制したり、指示を告
げるものです。

注意を無視した取り扱い
をすると、使用者が傷害
や物的損害をこうむる可
能性があります。

警告を無視した取り扱い
をすると、使用者が死亡
や重傷を負う可能性があ
ります。

警告：

6SS0673

車内に人(特に子供)やペットがいるときには、本機の設定をしない…動きを感知し、警
告・警報機能がはたらき、大音量を発生しますので、聴覚障害やストレスを与える恐れが
あります。

水をつけたり、水をかけない。また、ぬれた手で操作しない…火災や感電、故障の原因
となります。

運転中は絶対に操作しない…わき見運転は重大事故の原因となります。また、設定は
停車中に、パーキングブレーキを確実にかけた状態で行ってください。

穴やすき間にピンや針金などの金属を入れない…感電や故障の原因となります。

機器本体および付属品を改造しない…火災や感電、故障の原因となります。

取り付けは、運転や視界の妨げにならない場所、また、自動車の機能（ブレーキ、ハンド
ル等）の妨げにならない場所に取り付ける…誤った取り付けは、交通事故の原因とな
ります。

万一セキュリティユニットを破損した場合は、すぐにセキュリティユニット接続コー
ドを抜き、電池を取りはずす…そのまま使用すると火災や感電、故障の原因となりま
す。

バッテリーに直接接続しない…火災や感電、故障の原因となります。本機はエンジン
キーと連動して車側の電源がOFFにならないと設定できません。

サービスマン以外の人は、絶対に機器本体および付属品を分解したり、修理しない…
感電や故障の原因となります。内部の点検や調整、修理は販売店にご依頼ください。

コードを傷つけたり、無理に曲げたり、加工しない。また、コードが傷んだら使用しな
い…感電やショートによる発火の原因となります。

セキュリティユニット接続プラグは確実に差し込む…接触不良を起こして火災の原
因となります。また、接触不良を起こしていると、正しく動作しません。

12V車以外では使用しない…火災や感電、故障の原因となります。

ぬれた手でセキュリティユニット接続プラグの抜き差しをしない…火災や感電、故障
の原因となります。

エアバックの近くに取り付けたり、配線をしない…万一のとき動作したエアバッグで
本体が飛ばされ、事故やケガの原因となります。また、コードが妨げとなり、エアバッ
クが正常に動作しないことがあります。

専用電池以外は使用しない…付属の電池は本機専用です。安全のため、専用電池以外
は使用しないでください。

1.高性能マイクロ波センサーが愛車を監視。
車輌への接近やウィンドウへの衝撃、ドア開、車内への侵入を感知して、警告・警報。マイクロ波セン
サーが接近を感知すると、警告音とハザードランプ点滅（3回）で不審者を威嚇。車上荒らしや盗難
などの防犯効果に威力を発揮します。
※RV車やミニバンなどの大きな車輌では、車輌への接近を感知できない場合があります。

2.お手持ちのキーレスエントリーでセキュリティの解除が可能。
キーレスリモコンを使って、VE-S30Pの一時解除が出来ます。
※信号線をドアロックモーターに接続した場合はエンジンキーでドアをアンロックするとセキュリティ解除となり
ます。

3.ハザード威嚇機能。
セキュリティ監視中に接近を感知すると、警告音とハザードランプの点滅（3回）で威嚇します。

4.光、サイレン、ボイスアラームの組み合わせによる効果的な警告・警報。
異常を感知したときには、警告ランプ（高輝度クリプトンランプ）が点滅し、サイレン、またはボイ
スアラーム（ボイスアラームは日本語または英語を選択できます）とサイレンの組み合わせにより、
効果的に警告・警報します。

5. 3段階の感度設定が可能。
車の大きさや駐車環境に応じて、感度（感知エリア）を設定（3段階）できます。またスーパーの駐車場
など、人の出入りが多い駐車場で警告音を鳴らさない「警告音キャンセル機能」を搭載しました。
※警告音キャンセル機能を設定している場合、ドア開や車内侵入を感知したときなどには、ボイスアラームとサイレ
ン、またはサイレンでの警報を行います。また、感度の設定状況や車輌の通過など、大きな動きを感知した場合は警
告・警報を行う場合があります。

※ハザードアンサーバック機能搭載車以外の車輌では警告音キャンセル機能が設定できません。
※警告音キャンセル機能中であってもハザードランプ点滅による威嚇を行います。

6.車のエンジンキーのON/OFFに連動したセキュリティ（監視動作と警告・警報動作）の解除/設
定。
車のエンジンを切ると約1秒後にスタンバイ時間となり、その後、一定時間（60秒またはオート）を
経過すると、自動的に監視動作に入ります。またエンジンをかける（エンジンキーがACCまたは
ON）と自動的にセキュリティが解除されます。
※本機アンロック動作によるセキュリティ解除は一時解除となり、スタンバイ時間中（60秒またはオート）に車の
キーがACCにならない場合は、再度セキュリティ監視状態となります。

7.高輝度LEDの点滅による"みはり効果"で、盗難やイタズラを未然に防止。
監視中は、みはりインジケーター（高輝度LED：赤色）がゆっくり点滅し、"みはり効果"を演出します。

8.走行中に自動充電し、1時間の充電で約1週間の連続監視が可能。
エンジンをかける（エンジンキーがACCまたはON）とセキュリティが解除され自動的に充電されま
す。充電1時間で、約1週間の連続監視ができます。

9.ターボタイマー、リモコンエンジンスターターとの併用が可能。
※ターボタイマー、リモコンエンジンスターター作動中ACC電源が入らないものとは併用できません。
※ターボタイマー、リモコンエンジンスターター作動中はセキュリティが解除されます。

 特 長

■付属のニッケル水素電池装着後、使用前に1時間以上充電してください。充電は、本機とセ
キュリティユニット接続コードを接続し、車のエンジンをかけて(エンジンキーがACCまたは
ON)ください。
※走行中に充電され、エンジンを切る(エンジンキーをOFF)と自動的にセキュリティが設定されますので、
常時セキュリティユニット接続コードを接続しておいてください。

■強い雨や雪、雹(ヒョウ)などを感知して警報する場合があります。
■ウィンドウに雪が積もっていると、接近を感知できにくい場合やできないことがあります。
■ガソリンの給油などエンジンを切って車内に待機する際は、スタンバイ時間中にSETボタン
を押して、セキュリティを解除してください。

■車輌の窓ガラスにウィンドウフィルムが貼ってある場合、そのフィルムの材質によっては、接
近感知ができなくなったり、感度が低下する場合があります。

使用上のご注意

ご使用前に付属品をお確かめください。

付属品

●サンバイザークリップ（1）
●コードクリップセット（1）
●エレクトロタップ（3）
●ワーニングステッカー（1）

日頃から防犯をお心がけください
1エンジンキーを付けたままの状態で車から離れない。
2車から離れるときは、すべてのドアがロックされていることを、必ず確認する。
3駐車中は、すべてのウィンドウを完全に閉める。
4車内に貴重品を置かない。貴重品でなくとも、目につく物はできる限り置かない。
5駐車するときは、できるだけ｢明るい｣、｢人通りのある｣場所を選ぶ。

CAR SECURITY SYSTEM

取扱・取付説明書/保証書

注意
この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
なお、お読みになられたあとも、いつでも見られる場所に大切に保管してください。

本機をご使用になる前に、付属のニッケル水素電池を装着し、車のエンジンをかけて(エンジン
キーがACCまたはON)1時間以上充電してください。
※充電中は本機バッテリーカバー付近が熱くなりますが、故障ではありません。

保 証 書（持込修理）
本書は、本書記載内容（右記載）で、無料修理を行うことを、お約束するものです。保証期
間中に、正常なご使用状態で、故障が発生した場合には、本書をご提示のうえ、お買い上
げの販売店に修理をご依頼ください。

＜無料修理規定＞
1. 記載の保証期間内に、本書に従った正常な取り付け・接続、使用状態で故障した場合には、無料修理いたします。
尚、本製品を取り付けたことによる車の故障や事故等の付随的損害については、一切その責任を負いません。

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場合には、製品と本書をご持参、ご提示のうえ、お買い上げの販売店に
修理をご依頼ください。

3. ご転居ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理がご依頼できない場合には、最寄りの弊
社営業所・サービス部へご相談ください。

4. 保証期間内でも次の場合は有料修理になります。
（イ）使用上の誤り、または不当な修理や改造による故障及び損傷
（ロ）お買い上げ後の移動、輸送、落下等による故障及び損傷
（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、塩害、指定外の使用電源（電圧、周波数）や異常電圧

による故障及び損傷
（ニ）特殊な条件下等、通常以外の使用による故障及び損傷
（ホ）故障の原因が本製品以外にある場合
（ヘ）本書のご提示がない場合
（ト）本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合
（チ）付属品や消耗品等の消耗による交換
（リ）お客様のご要望により出張修理を行う場合の出張料金

5. 本書は、日本国内においてのみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

6. 本書は再発行しませんので、紛失しないよう大切に保管してください。

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従ってこの保証書によって、
お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い上
げの販売店または、最寄りの弊社営業所・サービス部にお問い合わせください。

※保証期間経過後の修理について詳しくはアフターサービスについてをご覧ください。

修理メモ（症状をなるべく詳しくご記入ください。「故障内容」「取り付け車種・年式」）

上記に記入または捺印のない場合は、必ず販売店様発行の領収書等、お買い上げの年月日、店名等を証明するものを、
お貼りください。

お買い上げ日

保 証 期 間

　年　　　　月　　　　日

お 名 前

ご 住 所

店 名
住 所

対象部分 機器本体（消耗部品は除く）お買い上げの日から1年

監視郎  VE-S31P

〒

様

TEL（　　）

品番

S/No.

電波法に関してのご注意
●セキュリティユニット裏面の技術基準適合証明ラベルをはがさないでください。は
がして使用すると、電波法により罰せられることがあります。

●海外では使用しないでください。

●分解したり改造することは、電波法で禁止されています。改造して使用した場合は、
電波法により罰せられることがあります。

注意：

注意
取り付けは確実に行う…落ちたりして、ケガの原因となります。

セキュリティユニット接続プラグを抜くときは、セキュリティユニット接続コードを
引っ張らない…コードに傷がついて、感電やショートによる発火の原因となります。必
ずセキュリティユニット接続プラグを持って抜いてください。

お手入れの際は、セキュリティユニット接続プラグを抜く…感電の原因となります。

 ご使用にあたって

※ワーニングステッカーは、自動車の前面ガラスおよび運転席側面ガラスには貼りつけないでください。

 付属のニッケル水素電池を装着する
はじめてご使用になるときは、付属のニッケル水素電池を装着後、1時間以上充電してください。また、電池
を装着する際はセキュリティユニット接続コードをはずした状態で装着してください。セキュリティユニット
接続コードが接続された状態で電池を装着すると、音声アラームが鳴りません。
※充電中は本機バッテリーカバー付近が熱くなりますが、故障ではありません。

バッテリーカバーを開け、電池のコネク
ターを、ケース内のジャックに差し込み、
電池を収納する

コードを挟まないように注意して、バッテ
リーカバー閉める

●本機は、専用のニッケル水素電池を使用しています。安全のため、
専用電池以外は使用できません。新しい電池と交換するときは、お
買い上げの販売店、または最寄りの弊社営業所、サービス部にご相
談ください。

●電池には寿命があります。十分な充電ができなくなったら、新しい
ものと交換してください。(使用状況にもよりますが、約3～5年を
目安にしてください)

12V車専用

2

1

本機は、センサーにより異常を感知し、警告・警報を発する防犯装置で、イタズラ、盗難を完全
に防止できるものではありません。
また、本機の動作の有無にかかわらず発生した盗難事故、イタズラなどによる損害、被害に対し
ての責任は一切負いかねますのであらかじめご了承ください。

警告

●本書（保証書）
●マジックテープ（1）
●タイラップ（大1、小2）
●ニッケル水素電池（1）

※接続は「エレクトロタップの使いかた」を参照して行ってください。接続後には、接続部を必ず絶縁テープでテーピングしてください｡

ストッパー 分岐もと 

接続するコード 

1各検出線を図のストッ
プに突きあて、分岐も
とのコードを通して矢
印のように折り返す。

各検出線は以下の手順で接続してください。

●セキュリティアダプター 

ハザードランプのプラス側に接続(緑/赤)

ハザードランプのプラス側に接続(緑/黒)

信号線(黄/黒) 
車輌のドアパネル内にあるドアロックモータ
ーのアンロック信号線(アンロック時に12V
→0Vまたは0V→12Vに変化する線)にエレ
クトロタップを使って接続。 
※弊社エンジンスターターでハザードアンサー
バックの機能があるモデルを併用する場合は接
続不要です。 

常時電源(赤) 
車のキーを抜いた状態でも通電
している(常時+12V)の線に接続 
※オーディオ用+B電源などに接続。 

アクセサリー電源(青) 
車のキーと連動してON/OFFす
る電源線に接続 
※オーディオ用ACC などに接続。 

セキュリティユニット接続コード(白・黒) 
セキュリティユニットに接続 

アース線(黒) 
車の塗装されていない既存のビスなどに接続 

ハザード制御線(緑) 
弊社エンジンスターター､オートキー
レスシステムを併用する場合に接続 
※エンジンスターター、オートキーレスシス
テム付属の取付・接続説明書をご覧くだ
さい。 

●キーレスまたはエンジンキーでのドアアンロック信号を検出して、セキュリティを一時的(60秒ま

たはオート：スタンバイ時間の設定状態による)に解除します。アンロック操作後(スタンバイ時間
中)は接近、ドア開での警報を鳴らしませんので、速やかに車に乗り込みエンジンキーをACCまた
はONにしてください。スタンバイ時間を経過すると警告・警報音が鳴ります。
※警告音キャンセル機能はご使用になれません。

●セキュリティ設定中、不審者の接近を感知すと警告音とハザードランプを点滅(3回)して威嚇しま
す。(ハザード威嚇機能)

セキュリティ一時解除を車輌のキーレスエントリーに連動して行います。集中ドアロック搭載車や
キーレスエントリー搭載車では以下のように配線します。

※ドアロックモータに接続した場合は、警告音キャンセル機能が設定できません。

●セキュリティアダプター 

ハザードランプのプラス側に接続(緑/赤)

ハザードランプの 
プラス側に接続 
(緑/黒)

信号線(黄/黒) 
ハザードランプのプラス側に
接続する線にエレクトロタッ
プで接続 

ハザード制御線(緑) 
弊社エンジンスターター､オートキー
レスシステムを併用する場合に接続 
※エンジンスターター、オートキーレ
スシステム付属の取付・接続説明書
をご覧ください。 

セキュリティユニット接続コード(白・黒) 
セキュリティユニットに接続。 

アース線(黒) 
車の塗装されていない既存のビスなどに接続 

常時電源(赤) 
車のキーを抜いた状態でも通電し
ている(常時+12V)の線に接続 
※オーディオ用+B電源などに接続。

アクセサリー電源(青) 
車のキーと連動してON/OFFす
る電源線に接続 
※オーディオ用ACC などに接続。 

●キーレス操作時のハザードランプ点滅を検出して、セキュリティを一時的(60秒またはオート：スタ
ンバイ時間の設定状態による)に解除します。キーレス操作後(スタンバイ時間中)は接近、ドア開での
警報を鳴らしませんので、速やかに車に乗り込みエンジンキーをACCまたはONにしてください。
スタンバイ時間を経過すると警告・警報音が鳴ります。
※ドアロック／アンロックどちらの操作においてもセキュリティは一時解除となります。

●セキュリティ設定中、不審者の接近を感知すと警告音とハザードランプを点滅(3回)して威嚇しま
す。(ハザード威嚇機能)
セキュリティ一時解除を車輌のキーレスエントリーに連動して行います。ドアロック・アンロック
時にハザードランプが点滅する車輌では以下のように配線をします。

 セキュリティアダプターの接続

3プライヤーなどで、ラッ
チがかむまで締め付け
る。

ハザードアンサーバック機能のあるキーレス搭載車に接続する場合 キーレス搭載車または集中ドアロック搭載車に接続する場合

ラッチ 

4絶縁テープを巻く。
※接続された箇所（エレクトロ
タップ部）は、ショートや振
動などにより、車にトラブル
を起こす原因となることが
あります。必ず絶縁テープで
テーピングしてください。

2もう1度、矢印のように
折り返す。

エレクトロタップの使いかた

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無効 



1回押し「ピピピッ」 
警告音キャンセル機能 

 
2回押し「ビビッ」 
セキュリティOFF 

 
3回押し「ピッ」または「ピピッ」 

通常監視準備 

SET

セキュリティを設定したくない場合

12345678901234567890123456789012123456
12345678901234567890123456789012123456
12345678901234567890123456789012123456
12345678901234567890123456789012123456
12345678901234567890123456789012123456
12345678901234567890123456789012123456
12345678901234567890123456789012123456
12345678901234567890123456789012123456

 セキュリティを設定する

［セキュリティユニット］
電源電圧 ：DC12V（入力電圧）
使用電池 ：DC3.6V（ニッケル水素電池）
発振周波数／出力 ：24.15GHz／10mW以下（技術基準適合品）
消費電流 ：監視モード…0.4mA(標準)、0.5mA(最大)

警報モード…430mA(標準)、500mA(最大)
充電モード…急速充電 400mA、初期充電 80mA

警報音圧 ：110dB/15cm（サイレン）、70dB/15cm以上（ボイスアラーム）
動作温度範囲 ：－20℃～＋70℃
外形寸法 ：80（W）×33（H）×101.5（D）mm（突起部を除く)
重量 ：134g(ニッケル水素電池、サンバイザークリップを含む)
［セキュリティアダプター］
電源電圧 ：DC12V車専用
外形寸法 ：52.4（W）×13（H）×38.4（D）mm（突起部を除く)
重量 ：225g

※仕様や外観などは、改良のため予告なく変更することがあります。

 仕 様

 サンバイザーに取り付ける

スタンバイ時間について

本機は、エンジンキーをOFFにすると約1秒後にビープ音が鳴り、スタンバイ時間となります。その
後、一定時間（60秒またはオート※）を経過すると、監視モードになります。
※スタンバイ時間は、60秒（工場出荷時）の設定をおすすめします。

スタンバイ時間 監視モード

●スタンバイ時間は、SETボタンを押すたびに、図のように
設定され、設定時間をビープ音でお知らせします。

監視モードについて

スタンバイ時間の変更について

スタンバイ時間を変更するときは、エンジンキーがON
またはACCのときにSETボタンを押してください。

ここでSETボタンを押すと、ス
タンバイ時間を変更できます。

ACC ON

SETボタンを押す
（スタンバイ時間設定）

60秒設定
『ピッ』

オート設定
『ピピッ』

ここでSETボタンを2回押すと、監視動
作を解除（セキュリティOFF）できます。

ACC OFFから
1秒間経過後
通常監視準備
設定された警報モードでの監視を行い
ます。通常エンジンキーをOFFにする
と、このモードに入ります。

SETボタンを1回押す
警告音キャンセル機能が設定されます。
『ピピピッ』

SETボタンをもう一度押す
セキュリティの設定が解除されます。
『ビビッ』

もう一度SETボタンを押すと、通常監
視準備に戻ります。

監視モードで監視動作を解除す
るときは、エンジンをかけます。

60秒またはオート時間経過後

SETボタンでの設定・解除変更
は出来ません。

エンジンキーOFF
エンジンキーONまたはACC 約

1
秒 

●エンジンキーOFF後、監視モードに入らないようにするときは、スタンバイ時間中にセキュリティユニット
接続コードをはずし、SETボタンを2回押してください。

●監視モード中には、SETボタンを押しても監視モードを解除できません。

 各種設定
本体バッテリーカバー内のディップスイッチで、警報モード、ボイスアラームの日本語、英語の切り替えができます。

ドア開検出の警報設定

ドア開検出をサイレン側に切り替えると、ドアが開けられた場合、サイレンのみで警報します。

バッテリーカバーを開け、電池を取り出す

バッテリーケース内の
ディップスイッチNo.1（ド
ア開検出）をボールペンの先
などで切り替える

 センサー感度の設定
感度切替スイッチを切り替えて、車の大きさや駐車環境にあわせてセンサー感度（検出エリア）を設定します。また、本
機取付場所（サンバイザー、ダッシュボード）によってもセンサー感度が変わることがあります。
※ミニバンやRV車などの大きな車輌では、下記3段階感度設定の動作イメージとは異なる場合や、接近を感知でき
ない場合があります。

 監視中に異常を感知すると

車外検出の警報設定

車外検出を音声+サイレンに切り替えると、車輌への接近やウィンドウへの衝撃に対してボイスアラー
ムとサイレンによる警告・警報を行います。
※車輌への接近とウィンドウへの衝撃感知時の警報は個別に設定できません。

バッテリーケース内の
ディップスイッチNo.2（車
外検出）をボールペンの先な
どで切り替える

ボイスアラームの音声切替

ボイスアラームを英語にすることができます。

バッテリーケース内の
ディップスイッチNo.3（音
声切替）をボールペンの先な
どで切り替える

コードを挟まないように注意して、バッテリーカバーを閉める

 セキュリティユニットの充電をする

CHARGE

 ローバッテリーアラームについて
電池の容量が低下したときには、バッテリーインジケーターが点滅
(約10秒間)してアラーム音(『ピピピッ、ピピピッ、ピピピッ』)が鳴っ
てから、ボイスアラーム(日本語『電池の容量がありません』または英
語『Battery needs charging』)で知らせます。

●電池が完全に消耗したときには、バッテリーインジケーターやボイスア
ラームが動作しません。また、エンジンをかけた(エンジンキーをACC
またはON)ときにローバッテリーアラームが鳴るのは充電不足です。こ
のような場合には、使用する前に、1時間以上充電してください。

●電池には寿命があります。充電が十分できなくなったら、新しいものと
交換してください。(使用状況にもよりますが、約3～5年を目安にして
ください)
交換については、お買い上げの販売店、または最寄りの弊社営業所・
サービス部にご相談ください。

 
 OFF  ON

1 ドア開検出 音声+サイレン サイレン 
2 車外検出 警告音 音声+サイレン 
3 音声切替 日本語 英語 
4 未使用 

※工場出荷時全てOFF側 

音声+サイレン　　　　サイレン 
サイレン側に切り替えると、ドア開
時にサイレンのみで警報します。 

警告音　　　　音声+サイレン 
音声+サイレン側に切り替えると、車
輌に近づく程度でボイスアラームとサ
イレンによる警告・警報を行います。 

日本語　　　　英語 
英語側に切り替えると、ボイスアラー
ムが英語になります。 

SET

高感度（H） 
車輌周辺の動体に対して、警告・警報をしたいとき 
 

通常感度（M） 
サイド・リアウィンドウ付近の動体に対して、警告・
警報をしたいとき 

低感度（L） 
ドア開や車内侵入に対してのみ警告・警報をした
いとき 

上記目安を参考に実際の動作を確認のうえ、感度設定を行ってください。Mに
設定している場合でも、接近感知をする場合や、H設定でも接近感知ができな
いことがあります。このような場合は、感度切替スイッチの設定を変更するか、
本機の取付場所を変更して、車輌の大きさや周囲の環境に合わせた設定を行っ
てください。 

●感度設定の目安 

『ピッ』
(60秒)

『ピピッ』
(オート)

※ドア開検出をサイレンに設定していても、車外検出を音声+サイレンに設定すると、異常感知時のす
べての警告・警報は音声+サイレンになります。

市販のストラップなどを利用し
て、サンバイザーアームに結び
付けること（取りはずし防止）が
できます。

付属のサンバイザークリップを本体に取
り付け、サンバイザーの車輌中央寄りに
挟み込む

※サイドウィンドウ寄りに取り付けた場合、車輌の側面を均
等に検出できないことがあります。

 ダッシュボードに取り付ける
付属のマジックテープでダッシュボードに貼り付けます。
車輌によっては取り付け場所により、検出感度が変化する場合があります。センサー感度の設定と合わせ
て取付場所（サンバイザーまたはダッシュボード）をお選びください。

ストラップなど 

サンバイザーアーム 

付属のマジックテープを本体裏に貼り付ける

ダッシュボード中央付近の運転に差し支
えない場所に貼り付ける

※フロントガラスから
20cm以上離して取
り付けてください。
フロントガラス近く
に取り付けると、雨
や雪、雹（ヒョウ）な
どに反応することが
あります。 

付属のサンバイザークリップでサンバイザーに取り付けます。
車輌によっては取り付け場所により、検出感度が変化する場合があります。センサー感度の設定と合わせて取
付場所（サンバイザーまたはダッシュボード）をお選びください。

2
1

1

2

1

修理をご依頼になる前に、もう一度次のことをご確認ください。それでも異常や故障と思われるときは、お買い
上げの販売店、または弊社営業所・サービス部にご相談ください。

 故障かな？と思ったら

 アフターサービスについて
1. 保証書（本書）

保証書は、必ず「販売店・お買い上げ年月日」をご確認のうえ、保証内容をよくお読みになって、大切に
保管してください。

2. 保証期間
お買い上げの日から1年間

3. 対象部分
機器本体（消耗部品を除く）

4. 修理をご依頼されるとき
「故障かな？と思ったら」で確認しても、なお異常があると思われるときは、使用車名（車種）、機種名（品
番）、氏名、住所、電話番号、購入年月日、保証書の有無と故障状況をご連絡ください。
●保証期間中のとき
保証書裏面の「故障内容記入欄」にご記入いただき、お買い上げの販売店まで保証書とともに、製品一
式をご持参ください。保証書の内容にしたがって修理いたします。

●保証期間が過ぎているとき
まず、お買い上げの販売店にご相談ください。修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により
有料修理いたします。

5. アフターサービス等についてご不明の点は
お買い上げ販売店、または下記ご相談窓口にご相談ください。ご相談の受付時間は、月曜日～金曜日9：
00～17：30です。ただし土曜日、祝祭日、振替休日および年末・年始等は受付いたしておりません。
お問い合わせの際は、製品の機種名をご確認のうえ、使用状況もいっしょにご相談ください。

チェック項目
●セキュリティユニット接続コードが外れていませんか。
●車のエンジンキーがACCまたはONの位置になっていますか。

●電池の容量が低下していませんか。充電をしてください。
●電池のコネクターがはずれていませんか。バッテリーカバーを開け、確認してください。
●エンジンキーがOFFの位置になっていますか。
●エンジンキーをOFFにしてから、監視モードに入るまでの時間が経過していますか。本機
は、エンジンキーをOFFにすると約１秒後にスタンバイ時間となり、その後、一定時間
（60秒またはオートから選択）経過しないと、監視動作に入りません。

●電池の容量が低下していませんか。充電をしてください。
●エンジンキーがOFFの位置になっていますか。

監視モードになると、みはりイン
ジケーターが早い点滅から遅い
点滅に変わります。監視中に車輌
周辺の動体を感知した場合やド
アが開いたときは、警告ランプが
点滅し、ボイスアラームとサイレ
ン(またはサイレンのみ)で警告・
警報します。

ACCまたはON OFF

動作解除

点灯
(充電モード)

消灯

エンジンキーの位置

セキュリティの
動作

バッテリー
インジケーター

みはり
インジケーター

動作中

スタンバイ時間 監視モード
（スタンバイ時間経過後）

消灯 消灯

早い点滅 遅い点滅
（0.6秒間隔） （5秒間隔）

お客様ご相談センター　　TEL. （0564）45-6515
地　　区

北海道

青森・岩手・宮城・秋田・山形・福島

栃木・群馬・茨城・埼玉・千葉・東京・神奈川・
山梨・長野・新潟・静岡（西部の一部地区を除く）

岐阜・愛知・三重・富山・石川・福井・静岡
（西部の一部地区）

滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山・
徳島・香川・愛媛・高知

鳥取・島根・岡山・広島・山口

福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・
鹿児島・沖縄

名称・電話番号・所在地　

札幌営業所・サービス部 TEL. （011）618-7071
〒060-0008  北海道札幌市中央区北八条西18丁目35-100 エアリービル1F

仙台営業所・サービス部 TEL. （022）284-2501
〒984-0015  宮城県仙台市若林区卸町4-8-6 第2喜和ビル1F

東京営業所・サービス部 TEL. （03）3769-2525
〒108-0023  東京都港区芝浦4-12-33 芝浦新本ビル3F

名古屋営業所・サービス部 TEL. （052）461-1281
〒453-0053  愛知県名古屋市中村区中村町6-5

大阪営業所・サービス部 TEL. （06）6386-2555
〒564-0051  大阪府吹田市豊津町53-10

広島営業所・サービス部 TEL. （082）230-1711
〒733-0001  広島県広島市西区大芝2-9-2

福岡営業所・サービス部 TEL. （092）552-5351
〒815-0032  福岡県福岡市南区塩原3-2-19

●ユピテルご相談窓口一覧

●上記窓口の名称、電話番号、所在地は、都合により変更することがありますのでご了承ください。
●電話をおかけになる際は、市外番号などをお確かめのうえ、おかけ間違いないようご注意ください。

セキュリティユニット接続プラ
グをセキュリティユニットの
DC12Vジャックに差し込む

車のエンジンをかけて、充電する

*充電時間の目安
…電池の状態に応じて初期充電または急速充電を行い、1～2時間でフル充電されます。（1時間の充電
により約1週間の連続監視（一連の警告・警報×2回を含む）ができます）

…急速充電中は充電電流が大きくなり、本機バッテリーケース付近が熱くなりますが故障ではありません。

エンジンをかける(エンジンキーがACCまたはON)と、バッテリーインジケーターが点灯します。

DC12Vジャック 

セキュリティユニット 
接続プラグ 

※セキュリティユニット接続プラグは確実に
接続してください。接触不良があると、走行
中に警告・警報を発することがあります。
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監視中に異常を感知したときには、次のような警告・警報を発します。

警告音が『ピッ』と鳴り、警告ランプが1回点滅またはハザードランプが3回点滅します。さらに、異常感
知が7秒間続くと、サイレンによる警報となります。（警告音キャンセル機能が設定されていると、7秒
間の異常感知があってもサイレンによる警報は行いません）
※警告ランプは、感知した動体の大きさや移動速度によっては点滅しないことがあります。 ボイスアラーム

警報

ボイスアラーム

（ドア開検出を音声＋サイレンに設定しているときの日本語での警告・警報）
※車内での動きを感知した場合や、車輌周辺での大きな動きを感知した場合にも以下のような警告・警報となります。

『ピッピッピッピッ……（10回）』
『異常を検出しました。解除してください』
『異常を検出しました。解除してください』
『ピッピッピッ……ピッ［サイレン］、警告します。警告します』
『すぐに退去しなさい。不法侵入を通報します』

『キュイーン、キュイーン……キュイーン［サイレン］』（7回繰り返す）

『すぐに退去しなさい。不法侵入を通報します』

ドア開や車内侵入を感知すると警告音『ピッピッピッピッ……（10回）』が鳴り、ボイスアラームとサイレンに
よる警告・警報を行います。警告・警報中は、警告ランプが数秒間隔で点滅します。約60秒間の警告・警報
後、監視モードに戻りますので、万一車内侵入された場合でも、不審者の車内での動きを感知し、警告・警報
を繰り返します。
※ボイスアラームはサイレンに比べ、音量が小さくなっています。

（ドア開検出をサイレンに設定しているときの警報）
ドア開検出をサイレンに設定しているときは、サイレンによる警報のみを60秒間行います。警告・警報中は、
警告ランプが数秒間隔で点滅します。警報後は監視モードに戻りますので、万一車内侵入された場合でも、不
審者の車内での動きを感知し、警報を繰り返します。
※車外検出を音声+サイレンに設定していると、異常感知時のすべての警告・警報は音声+サイレンになります。

●強い雨や雪、雹(ヒョウ)などを感知して警報する場合があります。
●接近を感知した後、ドアが開けられた場合などでは、先に感知した警告・警報途中であっても、ドア開や車
内侵入などの大きな異常を優先します。

※警告・警報中は、警告ランプが数秒間隔で点滅します。約60秒の警告・警報動作後、監視状態に戻ります。
（ウィンドウへの衝撃感知時もボイスアラームとサイレンによる警告・警報となります）

車外検出を音声+サイレンに設定している場合

車外検出を警告音に設定している場合

ボイスアラーム

警報

ボイスアラーム

『ピッピッピッピッ……（10回）』
『異常を検出しました。解除してください』
『異常を検出しました。解除してください』
『ピッピッピッ……ピッ［サイレン］、警告します。警告します』
『すぐに退去しなさい。不法侵入を通報します』

『キュイーン、キュイーン……キュイーン［サイレン］』（7回繰り返す）

『すぐに退去しなさい。不法侵入を通報します』

※ボイスアラームはサイレンに比べ、音量が小さくなっています。

車輌への接近を感知したとき ドア開や車内侵入を感知したとき

すべてのウィンドウを、完全に閉める

エンジンを切り、降車してドアを閉める
エンジンを切り(エンジンキーをOFFにする)、監視
モードに入るまでに車から出て、ドアを閉めてください。
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1セキュリティユニット接続コードをはずす。

3車から降りてキーレスまたはエンジンキーで
ドアをロックする。

21秒後(スタンバイ時間中)にセキュリティユ
ニットのSETボタンを2回押す。

症状
充電しない

セキュリティが
設定されない

警告・警報しない

●車輌への接近を感知したとき… 
警告音「ピッ」が鳴り、警告
ランプ（1 回）またはハザー
ドランプ（3回）が点滅します。
さらに、異常感知が 7秒間続
くと、サイレンによる警報と
なります。（警告音キャンセル
機能が設定されていると 7秒
間の異常感知があってもサイ
レンによる警報は行いません） 
車輌への接近をボイスアラー
ムとサイレンによる警告・警
報に選択することもできます。 
（ウィンドウへの衝撃感知時も
ボイスアラームとサイレンに
よる警告・警報となります） 
※警告ランプは感知した動体の大き
さや移動速度によっては点滅しな
いことがあります。 

不審者の接近やうろつき 
※RV車やミニバンなどの大きな車輌では、
接近を感知できない場合があります。 

▼
 

●ドアが開くのを感知したとき（車上荒らし、
車輌盗難など）… 
ボイスアラームとサイレンを組み合わせた効果
的な警告・警報、またはサイレンによる警報（約
60秒間）を選択できます。 
※車輌の大きさや周囲の環境により、上記動作イメージ
とは異なる場合があります。 
※ボイスアラーム、サイレンによる警告・警報中は数秒
ごとに警告ランプが点滅します。 
※車輌の前方向は、機構上、接近感知ができません。ウ
ィンドウへの衝撃は感知できます。 

風や道路振動によるわずかな揺れ 
周囲の騒音 
●警告・警報しません 

▼
 

▼
 

3段階感度設定【動作イメージ】 
H …車の周囲 

 M …ウィンドウ付近 

警告音「ピッ」が鳴り、警告
ランプ（1回）またはハザー
ドランプ（3回）が点滅します。 
ボイスアラームとサイレンに
よる警告・警報を選択するこ
ともできます。（車輌への接近
感知時もボイスアラームとサ
イレンによる警告・警報とな
ります） 
※警告ランプは感知した動体の大
きさや移動速度によっては点滅
しないことがあります。 

●ウィンドウへの衝撃を感知し
たとき（車上荒らしなど）… 

ウィンドウへの衝撃、破壊等 
 

▼
 

ドア開や不審者の車内侵入、車内での動き ▼
 L  …車内 

コードクリップの使いかた

付属のコードクリップセットで、電源コードがきれいに配
線できます。
コードクリップを両面テープで貼り付けます。

●布などは避け、なるべく硬く、なめらかな場所を選び、接着
面に触れないように貼り付けます。

●貼る場所のチリや汚れをよく落としたあと、慎重に行ってく
ださい。貼り直しは、テープの粘着力を弱めます。

※運転や視界の妨げにならない場所、また自動車の機能
(ブレーキ、ハンドルなど)の妨げにならない場所に取り
付けてください。誤った取り付けは、交通事故の原因
となります。

※取り付けは、確実に行ってください。落ちたりする
と、ケガの原因となります。

1回押し「ピピピッ」 
警告音キャンセル機能 

 
2回押し「ビビッ」 
セキュリティOFF 

 
3回押し「ピッ」または「ピピッ」 

通常監視準備 
 

SET

警報音キャンセル機能をご使用になる場合

1エンジンキーをOFFにする。

3エンジンキーを使ってドアをロックする。

※ハザードアンサーバック機能のないキーレス車や集中
ドアロック装着車では、警告音キャンセル機能を設定で
きません。

21秒後(スタンバイ時間中)にセキュリティユ
ニットのSETボタンを押す。

警告音キャンセル機能について

エンジンキーをOFF後、スタンバイ時間中にSETボタンを1回押すと『ピピピッ』と鳴り、警告音キャンセル機
能に設定されます。再度SETボタンを押すと監視動作を解除します。

警告音キャンセル機能中は、車輌の周囲を人が歩く程度（通常の監視モードで『ピッ』と鳴る程度の異常）では、
警告音を発しません。ドア開や車内侵入などの大きな異常では通常の警告・警報をしますので、スーパーの駐
車場など、人の出入りが多い場所に駐車するときなどにご利用ください。警告音キャンセル機能は、ACC ON
で解除されます。
※ハザードアンサーバック機能のないキーレス車や集中ドア
ロック装着車では、警告音キャンセル機能を設定できませ
ん。（設定してもドアロック時にセキュリティが一時解除さ
れ、リセットされます）

※警告音キャンセル機能中でもハザードランプは3回点滅し
ます。

※警告音キャンセル機能を設定している場合でも、感度の設
定や車輌の通過など大きな動きを感知した場合は、警告・警
報を行う場合があります。

● スタンバイ時間中にSETボタンを押すと警告音キャンセ
ル機能となり、さらにもう一度SETボタンを押すと、監視
の解除ができます。

SET

1回押し『ピピピッ』
警告音キャンセル機能

2回押し『ビビッ』
セキュリティOFF

3回押し
『ピッ』または『ピピッ』

通常監視準備
もう一度SETボタンを押
すと、警告音キャンセル
機能設定に戻ります。


